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(４) 診断内容 

 活⼒診断 
活⼒診断では、表Ⅲ-2･2 に示す樹勢・樹形の活⼒度診断基準表を用い、樹木の活⼒状態を、

樹勢及び樹形によって診断する。 
 
（ア） 樹勢 

本項⽬は、7 つの視点（枝の伸⻑量、梢端の枯損、枝や幹の枯損、剪定後の巻き込み、葉の大
きさ、葉⾊など）について、生育状態を 5 段階で評価し、診断を⾏う。 

葉の状況は生育環境によって大きく異なるため、周囲の同樹種の状況も参考にして判断する。 
先端、頂端部は、梢端の枯損や枯れ下がり、葉の極度な小ささなどの被害を確認しにくいが、

その被害が樹勢診断に大きく影響するため、丁寧に観察する。 
頂端枝の衰弱、先端枝の枯れ下がりなどがある場合は、根株腐朽の末期や根系の障害、生育基

盤の問題などが関係しており、注意して観察する必要がある。 
 

（イ） 樹形 
幹や⾻格となる大枝などの枯損及び⽋損、枝葉のバランスなどについて、街路樹として望ま

しい樹形が維持されているかを 5 段階で判定する。判定の際には、病虫害や損傷により乱され
たり、崩壊したりしていないかという視点から評価する。枯枝、及び切除を要する枝がある場合
は、剪定後の樹形で評価せず、現状の樹形で評価すること。 

 
（ウ） 所⾒ 

活⼒診断の所⾒を記載する。樹勢、樹形について判定の根拠となった理由をわかりやすく記
載する。なお、活⼒度３以上にチェックが⼊った樹木については必ず所⾒を記載する。活⼒度３
以上で所⾒が書かれていないカルテについては成果品として認められない。 

 
（エ） 活⼒判定 

上記ア、イの結果に基づき、活⼒判定基準表（表Ⅲ-2･1）により活⼒判定を⾏う。この時点
で不健全となった場合は、部位診断で問題がなくとも外観診断判定では不健全とする。 

 
表Ⅲ-2･1 活⼒判定基準表 

樹勢・樹形の活⼒度（表Ⅲ-2･2） 活⼒判定 
どちらも１⼜は２ 健全か健全に近い 
３がある（４、５はない） 注意すべき被害 
４はあるが、５はない 著しい被害 

５がある 不健全 
（撤去・植替え） 
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表Ⅲ-2･2 樹勢・樹形の活⼒度診断基準表 

診断項⽬ 活⼒度 

１  ２  ３  ４  ５  

     

樹勢 
旺盛な生育状態
を示し、被害が
全く⾒られない 

いくぶん被害の
影響を受けてい
るが、あまり⽬
⽴たない 

異常が明らかに
認められる 

生育状態が劣悪
で回復の⾒込み
が低い 

ほぼ枯死している 

・枝の伸⻑
量 良好 

いくぶん少ない
があまり⽬⽴た
ない 

枝は細くなり短
い 

枝は極度に短
小、ショウガ状
の節間がある 

ほとんど成⻑し
ていない 

・梢や上枝
の先端の枯
損 

なし 
少しあるが 
あまり⽬⽴たな
い 

多い 著しく多い ほとんど枯損し
ている 

・下枝の先
端の枯損 なし 

少しあるが 
あまり⽬⽴たな
い 

多い 
切断が⽬⽴つ 

著しく多い 
大きく切断され
ている 

ほとんど枯損し
ている 

・枝や幹の 
枯損、損傷 なし 

穿孔・傷が少しあ
るがあまり⽬⽴た
ない 

古い傷が残る 腐朽、空洞が著し
い 

大きな腐朽、 
空洞、樹皮の剥
がれがある 

・剪定後の
巻き込み 

巻き込みが早
く良好 普通 やや遅く剪定断

面が残る 
著しく不良で 
剪定断面が腐朽 

巻き込みが⾒ら
れず腐朽が著し
い 

・葉の大き
さ 良好 所々に小さい葉

がある 
全体的にやや小
さい 

全体的に著しく
小さい 

小さな葉が 
わずかしかない 

・葉の⾊ 良好 少し変⾊が⾒ら
れる 変⾊が多い 変⾊が著しい ほとんどが変⾊

している 

樹形 望ましい樹形を
保っている 

若⼲の乱れはあ
るが、望ましい
樹形に近い 

望ましい樹形の
崩壊が進んでい
る 

望ましい樹形が
かなり崩壊し回
復の⾒込みが低
い 

望ましい樹形が
完全に崩壊して
いる 

・幹の傾きや
湾曲 なし 

少しあるが 
あまり⽬⽴たな
い 

やや大きい 大きい 極めて大きい 

・幹の⽋損や
枯損 なし 

少しあるが 
あまり⽬⽴たな
い 

やや大きい 
大きく⽋損して
いる。⼜は枯損
が著しい 

⽋損し、ほとん
ど失われてい
る。⼜はほとん
ど枯損している 

・枝の密度や
分布 

小枝・中枝・大
枝がバランスよ
く充実している 

普通 
活⼒度１に⽐べ
てやや劣る 

枝の密度がやや
疎、⼜は枝の分
布がやや偏って
いる 

枝の密度が著し
く疎、⼜は枝の
分布が著しく偏
っている 

生きた枝がほと
んどない 


